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男女共同参画センターえーる らいぶらりーにゅーす NO.13 令和 8年（2026年）４月 

 

＋ 
ぷらす 

（隔月発行） 

 

知っておこう 性暴力のこと 

入学、進学、就職等、生活環境が大きく変わる時期は、若者が性被害に遭いやすい時でもあります。 

身近に潜む性暴力について、関連する本を読んでみませんか。 

毎年 4 月は若年層の性暴力被害予防月間です 

 

10代で知っておきたい「同意」の話 

リベンジポルノ 友だちもネットも教えてくれない 

性と妊娠のリアル １０代の妊娠 

子どもへの性加害 

同意とは、選択をすること。そし

て選択の自由を持つこと。あな

たの人生はあなたの選択で出来

上がる。 

覚えておいてほしい。相手が｢イ

エス｣とも「ノー」とも言わない

場合、その人の答えは「ノー」だ

ということを。特に｢性的同意｣

では大事なこと。 

性被害は、「男の子だから心配

ない」は通用しない時代に。

性的な行為を目的に子どもを

手なずけることを「グルーミ

ング」とよび、被害が増加し

ている。加害者は子どもから

の信頼を利用して近づき、子

ども自身が性暴力だと気づき

にくいという。 

「妊娠したかも、どうしよう」。

産むか産まないか、何を選択す

れば自分は幸せになれるのかを

一緒に考えてくれる本。現在の

日本では、妊娠・中絶・避妊等に

関することを学ぶ機会がとても

少ないという。妊娠は 10 代の子

どもの人生を左右する問題。そ

れは女性だけの問題ではなく、

男性の問題でもあり、社会全体

の問題でもある。 

 

相手の性的な画像や動画を

相手の同意なしに公開、拡散

するリベンジポルノ。被害者

が受けるダメージが甚大で

あるにもかかわらず、責めら

れるのは被害者であること

が多いのが特徴という。昨今

は、スマホの普及により高校

生同士の事件も多い。「撮ら

せるな」と声高に注意するだ

けでは性の拡散を止めること

はできないと著者はいう。 

ジャスティン・

ハンコック著 

河出書房新社 

斉藤章佳著 

幻冬舎 

にじいろ著 

合同出版 

渡辺真由子著 

弘文堂 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新着図書紹介 

～ 

本当にやる！できる！必ずやる！ 

アイスランドの「女性の休日」 

リンダ・オウラヴスドッティル著 

ゆぎ書房 2025 
 

1975 年、国連が国際女性年を定めたことを機に、

アイスランドでは女性たちが仕事も家事もすべて休

み、ストライキを起こした。様々な理不尽な不平等のあ

る国から、「ジェンダーギャップ指数」世界一にいたる

道のりで、大きな役割をはたした出来事を温かいタッ

チで描いた絵本。今では大統領と首相が同時に女性と

いう国にまでなったが、それでもいまだに男女の賃金

格差など様々な問題を抱えているという。女性の首相

が誕生した 118 位の日本は何か学ぶものがあるかも

しれない。ドキュメンタリー映画も上映中。 

 

なぜ男は暴力を選ぶのか？ 新版        

沼崎一郎著 

信山社 2025 

 

自分より弱い相手を｢怖がらせ、あやつろう」とす

る男たちのことを｢バタラー｣（DV の加害者）とい 

う。バタラーは一筋縄ではいかない曲者で、外面が

良い人が多い。暴力を「選んで」ふるい、「妻や恋人に

対してだけ暴力を選ぶ男」。DV やデート DV はジェ

ンダー不平等の問題だと著者はいう。本書では DV

を、「男から女への暴力」として解説している。 

 

 

女子サッカー選手です。そして、 

彼女がいます 

下山田志帆著 

偕成社 2022 
 

社会から LGBTQに分類されることにモヤモヤして

いたという、なでしこジャパンで活躍した下山田選

手。時間をかけて受け入れ、自分を肯定し胸をはって

生きられるようになった今、同じように悩んでいる子

どもたちに向けてこの本を通じて「自分は自分でい

い」と肯定のメッセージを送る。また、大人には、子

どもにとっておかしいことに声をあげる大人の存在の

大切さを伝える。小学校高学年くらいから読める専門

的内容やブックガイドもあり。 

 

 

 

 

 

 

私が私を取り戻すまで 

石川優実著 

新日本出版社 2025 

 

16 歳の時にアルバイト先で性暴力を受けた著

者。当時は「性暴力」という言葉も知らず、その

被害をなかったものにして上書きするように性産

業の深みにはまっていき、20 代後半までそこか

ら抜け出せなかった。お酒におぼれ、孤独でつら

い日々を送っていたが、長い時間を要して「性暴

力被害によって傷ついていた」自分に気づく。「私

を取り戻すための最善なこと」をすると決めた。

著者はいう。｢性暴力や性的同意等について知って

いれば人生は変わっていたと思う｣。 

 

 

     ゆっくり歩く 

      小川公代著 

          医学書院  2025 
 

人生をせき立てられるように

生きてきた英米文学者の著者は、 

母が難病を患ったことにより、母のスピードに合わ

せて歩かなければならなくなる。「ゆっくり歩く」

という言葉に集約される母と娘の 7 年間にわたる

「ケアの実践」を、笑いあり、涙ありで赤裸々に綴

っている。ヴァージニア・ウルフや、ハン・ガンや、

キャロル・ギリガンなど著名な作家が出てきたと思

ったら、「不思議の国のアリス」の話で母は自分の病

を受け入れたという話が出てきたりする。様々な文

学作品が母との懸け橋になったという。 

 

 

 

 

 

 



新着図書一覧 

書 名 著者名 発 行 

関東大震災 被災者支援に動いた女たちの軌跡 浅野富美枝 生活思想社 

考察する若者たち 三宅香帆 ＰＨＰ研究所 

女性に選ばれる会社の新・健康経営 坂梨亜里咲 合同フォレスト 

ルポ 過労シニア 若月澪子 朝日新聞出版 

はじめてのジェンダー論 改訂版 加藤秀一 有斐閣 

フェミニズム 江原由美子 岩波書店 

人間の声で キャロル・ギリガン 風行社 

その暴力は連鎖する いのうえせつこ 花伝社 

いちから考える「夫婦別姓」のこと 夫婦別姓を考える会 さ・え・ら書房 

性のモヤモヤをひっくり返す！ ちゃぶ台返し女子アクション 合同出版 

償い 山﨑裕侍 文藝春秋 

いえに戻って、最期まで。 中澤まゆみ 築地書館 

なぜ「地方女子」は呪縛になるのか 寺町晋哉 集英社 

これ１冊でＯＫ！「小１の壁」完全ガイド うなぎママ 講談社 

柳田国男の民俗学を生きた女性たち 杉本仁 梟社 

その人らしさ なくならない 恩蔵絢子 大泉書店 

男性のいない美術史 ケイティ・ヘッセル パイインターナショナル 

中年に飽きた夜は 益田ミリ ミシマ社 

女子プロレスの誕生 瀬戸智子 春風社 

見えない死神 東えりか 集英社 

南緯６９度のチーム 南極地域観測隊 原田尚美 WAVE出版 

どうすればよかったか？ 藤野知明 文藝春秋 

女ふたり、暮らしています。 増補新版 キム・ハナ、ファン・リヌ ＣＥメディアハウス 

光と糸 ハン・ガン 河出書房新社 

灯台へ ヴァージニア・ウルフ 新潮社 

ネイティブス ＡＫＡＬＡ 感覚社 

トーヴェ・ヤンソン  冨原眞弓 筑摩書房 

カフェーの帰り道 嶋津輝 東京創元社 

僕たちは我慢している 藤岡陽子 ＣＯＭＰＡＳＳ 

グレタ・ニンプ 綿矢りさ 小学館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

こちらから、蔵書目録や 

新着図書一覧がご覧いただ

けます。 

どうぞご利用ください。 

図書室からのお願い 
 

・本の返却期限をお守りください。 

・汚損された本が増えています。 

本を大切に扱ってください。 

 

泣いています！ 



 

 

                   

はじめて本を借りる方は、氏名や住所を確認できるもの(運転免許証等)をお持ちの上、利用登録をお願いします。 

◆貸出について 

貸出冊数：6 冊 貸出期間：4週間 

◆利用時間 

 午前 9 時～午後 9時 30 分 ※年末年始(12月 29 日～1 月 3日)、施設メンテナンスの日は休館 

◆所在地・お問い合わせ 

練馬区立男女共同参画センターえーる 図書・資料室 

〒177-0041 練馬区石神井町 8－1－10 

☎ 03-3996-9099（直通） 

HP：https://www.city.nerima.tokyo.jp/kusei/keihatsu/ 

jinkendanjo/sankakucenter/lib/index.html 

            図書・資料室 利用案内 

大関和は、日本で最初の看護婦。また、日本基督教婦人矯風会の活動家としても知られて

いる。 

安政５年（1858 年）、黒羽藩家老の次女として栃木県大田原市に生まれた。馬に乗って那

須の草原を走り回る活発な子だったいう。18 歳で結婚するも、相手は一回り以上も年上で、

すでに数人の妾と子があったため、和の初めての子の名前は「六郎」と名付けられた。その

後娘も生まれたが、和は夫に愛想を尽かして 2 児を連れ上京。教会に出入りするようになっ

た和は、一夫一婦制を説くキリスト教の教えに衝撃を受ける。 

明治 20 年、桜井女学校（のちの女子学院）の中に看護学校が新設された。教会の牧師に入

学を勧められ、和は驚く。当時、看護婦は「はしたない仕事」であり、これを志望する者は

「命を売って金儲けする卑しい人間」だったのである。しかし、尊敬する牧師の説得で、和

は入学を決意。第一期生となる。10 カ月の講義と帝国医科大学での 1 年間の実習の後、明治

21 年、近代教育を受けた初の看護婦となった。 

 看護婦の地位向上と質の向上のために奔走し、闘いつづけた和は、昭和 7 年、 

74 歳で、早世した娘と息子の待つ天国へ旅立った。 

明治のナイチンゲール  

大関和物語 

田中ひかる著 

中央公論新社 

2023 

大風のように生きて 

日本最初の看護婦 

大関和物語 

亀山美知子著 

ドメス出版  

1992  

【大関和に関する書籍】 

日本最初の看護婦 大関和（おおぜきちか） 

―時代を拓いた女たちー 

※2002年、法改正により看護婦から看護師に名称変更さ

れ、性別による呼び分けが廃止されました。 

朝ドラ(NHK)「風、薫る」の

原案小説といわれています 


